
Section 1 1 : 直積多様体 試験範囲外

ピ級多様体 の 直積 が 級物小体 に なる こと を 紹介 する
.
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Section 11.1 : 直積空間 の ピー atbs

設定 Mi : 位相 空間
( i : 1

.

2 )
Mi t をこ 0

記号 : Mi ×Mi 直積空間 (位相 は 直積位相 )

Bop 11.1.1 i ( Q . U 、 州 ) E 2C (Mi 11で )

( 02.02.42 ) f LC (miN )
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×02 → U ×U 。 ) E LC (M.×Mai 1が" )

n Open n Open (で
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M 、 xMz がけに



Than 11.1.2 : A
'
E -des (Mi.が )

で E CO-atbs (MaiW ) について

I (A
'A ) : こ ) し 0.x 02 、

U 、 ×02.4.x a 。 ) e LC (Mi ×mi 1が川 1
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E Atlas (M 、 xmi 1で川



Bop 11.1.3 : A
'
c D

'
in CN - aHas (Mi 1が )

で c か in ピー atbs (Mi 1が )
の とき

II t.AT c I しか
、
か)



Cov11.1.4

I - 1 、
2 について

で e ピー atlas (Miiが ) が 極ス で ある と する
.

I = 1 . 2 について

A! E -alt (Mii 1が ) で [求 ] で ( ie.fiば )
を 満たす とき

II (A'A ) ] = 山で招 ) ]

注意 : A '

E Eatlas (Mi 1が ) 、
f2 E ピ-addMi が )

が 共に 極大 で あった として も

I (Alt ) E date (M .
× Mai R
"" ) が

極大 と は 限らない 、



Section 11 . 2 : 直積多様体

Than 11.2.1 : (Mi . f ) : ピー ni.mu と する ( i= 1 , 2 )

この とき ( M 、 x m ,
[ I (t.ATJ ) は

ピー (mm ) - mfd 、



Ex 11.2.2

R も S
' も - I - mfd な ので

R × S
'
は ピ- 2 - mfd

円筒 (andas ) 燾



Ex 11.2.3

S
'

は ピー I - mfd な ので

で に S
'
× S

'
は ピ - 2 - mfd

2 - toms

機が


